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はじめに

ix

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
西
山
宗
因
は
、
近
世
初
期
に
活
躍
し
た
連
歌
師
・
俳
諧
師
で
あ
る
。
本
書
の
課
題
は
、
そ
の
存
在
を
動
態
的
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
貞
門
俳
諧
と
蕉
風
俳
諧
を
繋
ぐ
談
林
俳
諧
の
総
帥
と
し
て
文
学
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
宗
因
の
研
究
に
画

期
的
成
果
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
野
間
光
辰
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
代
末
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、「
宗
因
と

正
方
」「
連
歌
師
宗
因
」「
西
山
宗
因
」
の
三
論
を
発
表
し
た
野
間
は
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
宗
因
の
本
業
は
あ
く

ま
で
連
歌
に
あ
り
、
俳
諧
は
余
技
で
あ
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
主
張
し
た
。
談
林
俳
諧
の
中
心
人
物
と
し
て
の

「
俳
諧
師
宗
因
」
を
、
武
士
・
町
人
の
間
に
あ
っ
て
連
歌
指
導
に
従
事
し
た
「
連
歌
師
宗
因
」
と
し
て
理
解
す
る

こ
と
は
、
革
新
の
詩
人
を
保
守
の
詩
人
と
見
る
こ
と
で
あ
り
、
文
学
史
は
こ
こ
に
大
き
く
転
換
さ
れ
た
か
の
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、「
俳
諧
師
宗
因
」
に
せ
よ
、「
連
歌
師
宗
因
」
に
せ
よ
、
宗
因
の
存
在
を
固
定
的
に
把
握
す
る

点
に
お
い
て
、
文
学
史
に
と
っ
て
両
者
は
ま
っ
た
く
等
価
で
あ
る
。
前
者
は
芭
蕉
を
頂
点
と
す
る
俳
諧
史
観
、
後

者
は
連
歌
の
時
代
を
中
世
に
求
め
る
連
歌
史
観
に
立
つ
。
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
価
値
を
目
指
す
研
究
の
描

く
文
学
史
は
、
そ
の
方
法
に
お
い
て
漸
進
と
遡
及
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
い
か
に
委
曲
を
尽
く
そ
う
と
も
、

な
お
静
態
的
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
文
学
研
究
は
「
文
学
の
研
究
」
で
あ
っ
て
、「
文
学
」
で
は
な
い
。
科
学
と
し
て
の
文
学
研
究
に
は
、

作
品
研
究
の
前
提
と
し
て
、
人
物
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。
客
観
性
あ
る
人
物
研
究
を
欠
い
た
作
品
研
究
は
、
虚
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誕
の
再
生
産
に
陥
る
危
険
を
常
に
は
ら
ん
で
い
る
。
事
実
の
検
証
な
し
に
虚
構
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
宗

因
の
人
生
の
各
段
階
に
お
け
る
行
動
と
作
品
が
、
い
か
な
る
文
化
的
・
社
会
的
状
況
の
も
と
に
と
ら
れ
、
生
み
出

さ
れ
た
の
か
、
そ
の
変
化
の
意
味
を
動
態
的
に
問
う
試
み
は
、
文
学
史
を
生
き
た
も
の
に
す
る
た
め
の
挑
戦
で
あ

る
。
宗
因
が
、
連
歌
師
と
俳
諧
師
と
い
う
二
つ
の
立
場
に
生
き
た
と
い
う
事
実
は
、
と
り
わ
け
自
明
の
も
の
と
し

て
見
過
ご
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
を
徹
底
し
て
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
か
か
る
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
書
に
は
、
宗
因
を
め
ぐ
る
論
考
十
編
と
年
譜
考
証
を
収
め
た
。
第
一
部
「
俳

諧
師
宗
因
の
虚
と
実
」
で
は
、
晩
年
の
宗
因
像
の
出
所
を
没
後
百
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
宗
因
顕
彰
運
動
に
求
め
、

談
林
俳
諧
の
祖
と
し
て
の
「
俳
諧
師
宗
因
」
像
、
お
よ
び
、
そ
の
反
措
定
と
し
て
の
「
連
歌
師
宗
因
」
像
を
い
っ

た
ん
留
保
し
た
う
え
で
、
宗
因
の
俳
諧
活
動
の
実
態
に
迫
る
。
第
二
部
「
連
歌
師
宗
因
の
実
と
虚
」
で
は
、
肥
後

加
藤
家
牢
人
か
ら
職
業
連
歌
師
に
転
じ
た
宗
因
の
実
像
を
近
世
初
期
武
家
社
会
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
諸
大
名
と

の
関
わ
り
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
そ
の
作
品
が
、
い
か
な
る
真
実
を
伝
え
る
べ
く
虚
構
を
成
し
て
い
る
か
、
創
作

の
主
題
と
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
部
「
西
山
宗
因
年
譜
考
証
」
は
、
宗
因
の
生
涯
に
お
け
る
す
べ
て
の
行

動
と
作
品
に
つ
い
て
、
近
世
初
期
の
文
化
・
政
治
・
社
会
の
状
況
と
関
わ
ら
せ
つ
つ
、
具
体
的
に
考
証
す
る
。

　
本
書
に
お
け
る
「
虚
」
と
は
、
宗
因
の
虚
像
と
い
う
意
味
と
、
作
品
の
虚
構
と
い
う
両
様
の
意
味
を
含
み
、

「
実
」
と
は
、
宗
因
の
実
像
と
い
う
意
味
と
、
虚
構
の
目
的
と
し
て
の
真
実
と
い
う
両
様
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。

す
な
わ
ち
、
宗
因
の
虚
像
を
解
体
し
て
そ
の
実
像
に
接
近
し
、
実
像
の
成
し
た
虚
構
の
意
味
を
読
み
解
く
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
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第
一
章
　
晩
年
の
宗
因
　
―
宗
因
伝
記
研
究
を
め
ぐ
る
覚
書
―

一
　「
宗
因
連
歌
回
帰
説
」
の
起
源

　
西
山
宗
因
は
そ
の
晩
年
、
当
代
の
俳
風
放
埒
に
走
る
を
嘆
い
て
俳
諧
か
ら
遠
ざ
か
り
、
連
歌
の
世
界
に
再
び
強
い
関
心
を
寄
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
―
―
こ
の
よ
う
な
定
説
を
、
い
ま
仮
に
「
宗
因
連
歌
回
帰
説
」
と
で
も
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
当

説
の
持
つ
、
存
外
に
大
き
な
影
響
力
の
故
で
あ
る
。
晩
年
に
至
っ
て
俳
諧
に
倦
い
た
の
で
あ
れ
ば
当
然
、
俳
諧
に
親
し
く
傾
斜
し
た
時

代
が
そ
れ
以
前
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
そ
れ
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
。
伝
記
研
究
は
常
に
、
連
歌
と
俳
諧
の
間
で
揺

れ
動
く
宗
因
像
を
追
い
か
け
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
野
間
光
辰
執
筆
『
俳
諧
大
辞
典
』（
一
九
五
七
年
、
明
治
書
院
）「
宗
因
」
項
に
あ

る
以
下
の
件
は
、
そ
の
よ
う
な
宗
因
像
理
解
か
ら
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
乾
裕
幸
に
よ
る
『
俳
文
学
大
辞
典
』（
一
九
九
五
年
、

角
川
書
店
）
も
概
ね
こ
れ
を
踏
襲
、［
連
歌
の
時
代
］［
俳
諧
の
時
代
］
の
二
部
構
成
で
宗
因
伝
を
祖
述
す
る
。

敢
て
新
奇
を
誇
る
の
余
り
、
門
流
の
風
体
は
い
よ
い
よ
出
で
て
乱
雑
放
縦
に
走
る
に
至
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
激
し

い
非
難
が
こ
と
ご
と
く
宗
因
の
一
身
に
集
中
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
宗
因
は
よ
う
や
く
俳
諧
に
倦
い
た
。
世
上
の
俳
風
異
体
な
る
こ

と
を
嘆
じ
て
、
老
人
に
は
無
用
で
あ
る
と
語
り
も
し
、
ま
た
手
紙
に
も
書
い
て
い
る
。
延
宝
八
年
の
作
「
な
ん
に
も
は
や
楊
梅
の

実
む
か
し
口
」
の
一
句
は
、
そ
う
し
た
宗
因
の
心
境
を
吐
露
し
た
作
で
、
延
宝
九
年
正
月
十
日
付
藤
波
修
理
宛
の
書
簡
に
、「
誹

歳
旦
は
不
仕
候
、
当
風
あ
わ
ぬ
事
、
無
用
に
存
候
」
と
い
い
、
同
年
六
月
某
日
隠
居
所
増
築
を
報
じ
た
書
簡
に
「
連
歌
お
も
し
ろ
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く
成
申
候
、
誹
は
当
風
成
ま
じ
く
お
ぼ
え
候
」
と
記
し
て
い
る
。

　
当
説
は
、
談
林
俳
諧
の
命
運
を
も
左
右
す
る
。
宗
因
の
俳
壇
登
場
に
始
発
し
、
そ
の
俳
諧
熱
の
冷
却
に
伴
っ
て
失
速
、
死
没
を
機
に

実
質
的
終
息
を
迎
え
る
談
林
俳
諧
史
に
と
っ
て
は
、
宗
因
の
内
部
に
お
け
る
連
俳
の
比
重
と
い
う
極
め
て
個
人
的
な
問
題
が
、
抜
き
が

た
い
指
標
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
長
き
に
わ
た
る
が
、
今
榮
藏
「
談
林
俳
諧
史
」（『
俳
句
講
座
第
一
巻
俳
諧
史
』、
一
九
五
九
年
、
明
治

書
院
）
か
ら
、
談
林
俳
諧
敗
退
を
招
い
た
、
宗
因
の
意
識
の
所
在
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋
し
て
お
こ
う
。

「
そ
う
よ
そ
よ
」
の
句
（
尾
崎
註
・『
阿
蘭
陀
丸
二
番
船
』
巻
頭
発
句
）
は
、『
宇う

津つ

不ぶ

之し

曾ぞ

女め

』元
　
禄

十
七
年
の
西
吟
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
彼

が
延
宝
八
年
正
月
宗
因
に
年
始
に
行
っ
た
時
、「
世
上
誹
諧
異
躰

0

0

な
る
事
を
噂
た
ま
ひ
」
た
る
挙
句
の
作
で
あ
っ
た
と
い
う
。
噂

と
は
非
難
を
含
め
て
の
こ
と
に
外
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
他
の
記
録
に
よ
っ
て
も
推
測
に
難
く
な
い
。『
梅
翁
宗
因

発
句
集
』
所
収
の
「
当
世
の
風
躰
年
々
日
々
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
う
つ
り
か
は
る
。
新
し
く
珍
ら
し
く
か
な
は
ぬ
老
の
耳
に
だ
に
お

も
し
ろ
く
う
ら
や
ま
し
な
が
ら
、
初
学
の
人
い
づ
れ
を
よ
し
と
お
も
ひ
さ
だ
む
る
か
た
な
く
や
と
お
ぼ
え
て
、
今
つ
く
ば
や
鎌
倉

宗
鑑
が
犬
ざ
く
ら
」
な
る
句
調
に
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
貌
し
て
ゆ
く
異
躰
な
俳
風
に
悲
嘆
す
る
心
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

惟
中
も
次
の
よ
う
な
記
録
を
残
し
て
い
る
（
尾
崎
註
・『
続
無
名
抄
』
引
用
、
後
掲
の
た
め
省
略
）。

ま
た
、
江
戸
の
在
色
宛
の
手
紙
『
解
脱
抄
』

所
引
　

に
、「
誹
の
事
も
老
衰
益
な
き
」
と
嘆
い
た
の
も
、「
な
ん
に
も
は
や
楊ヤ
マ
モ
モ梅

の
実サ
ネ

む
か
し

口
」『
阿
蘭
陀
丸

二
番
船
』
と
、
急
激
に
変
貌
す
る
俳
風
の
中
で
自
ら
の
昔
口
を
自
虐
的
に
嘲
笑
し
た
の
も
、
す
べ
て
同
じ
延
宝
八
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
ま
た
京
都
の
三
井
秋
風
の
異
躰
の
激
し
さ
に
あ
き
れ
て
「
秋
風
が
新
し
き
口
ぶ
り
、
三
吟
を
見
て
我
を
折
候
」

宗
因
書
簡
と
言
っ
た
の
も
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
こ
の
変
風
時
代
の
俳
風
に
対
す
る
宗
因
の
態
度
は

極
め
て
批
判
的
で
あ
っ
た
と
共
に
、
し
か
も
「
老
衰
益
な
き
」
と
し
て
俳
諧
に
対
す
る
熱
意
も
漸
次
冷
却
し
て
ゆ
く
方
向
を
取
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
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第
一
章　
『
肥
後
道
記
』
の
典
拠
と
主
題

一　

宗
因
自
筆
本
の
発
見
と
そ
の
顚
末

　

本
章
で
と
り
あ
げ
る
の
は
、
二
十
九
歳
の
西
山
宗
因
が
、
寛
永
十
年
九
月
の
末
に
親
類
知
友
と
別
れ
て
故
郷
熊
本
を
発
ち
、
十
月

十
五
日
、
京
都
堀
川
本
国
寺
に
隠
棲
中
の
主
君
加
藤
正
方
、
法
名
風
庵
の
許
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
、
約
二
十
日
間
の
紀
行
で
あ
る
。

高
知
県
佐
川
町
立
青
山
文
庫
所
蔵
本
は
、
そ
の
現
存
唯
一
の
宗
因
自
筆
本
な
が
ら
、
惜
し
む
べ
き
こ
と
に
外
題
簽
の
剝
落
に
よ
り
書
名

を
欠
き
、
奥
に
記
さ
れ
る
「
幽
林
野
子
」
の
号
も
他
に
使
用
例
を
聞
か
な
い
。

　

本
書
が
初
め
て
活
字
化
さ
れ
た
の
は
、
石
塚
千
年
編
集
、
大
口
鯛
二
・
今
泉
定
介
指
導
の
歌
学
雑
誌
『
ち
ぐ
さ
の
花
（
（
（

』
誌
上
で
あ
っ

た
。
同
誌
第
三
号
（
一
九
〇
八
年
十
一
月
）
か
ら
第
四
号
（
一
九
〇
九
年
一
月
）
に
か
け
て
、「
田
中
宮
相
の
家
に
蔵
め
ら
れ
た
」「
も
と

肥
後
熊
本
の
加
藤
家
の
臣
」
た
る
「
幽
林
野
子
」
に
よ
る
「
寛
永
九
年
の
国
替
の
折
に
流
浪
し
て
更
に
京
都
に
の
ぼ
り
し
紀
行
」
が
、「
読

者
も
し
其
の
伝
を
知
り
た
ま
へ
れ
る
あ
ら
ば
、
幸
に
を
し
へ
た
ま
へ
か
し
」
と
の
告
知
を
伴
っ
て
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き

冠
さ
れ
た
「
飛
鳥
川
」
と
い
う
典
雅
な
書
名
の
ゆ
え
ん
は
、
も
ち
ろ
ん
、
本
文
冒
頭
の
一
句
を
と
っ
た
仮
称
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
が
収
め
ら
れ
た
「
ふ
る
野
の
千
草
」
欄
が
、
香
川
景
樹
や
清
水
浜
臣
ら
の
歌
文
を
当
代
歌
人
の
作
文
修
練
の
参
考
と
し

て
供
す
べ
く
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
も
、
お
そ
ら
く
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
飛
鳥
川
」
は
、
つ
い
で
、
歌
学
雑
誌
『
国
風
（
（
（

』
第
九
六
号
か
ら
第
九
八
号
に
も
連
載
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
謄
写
本
た
る
大
阪
府
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立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
山
崎
文
庫
蔵
『
飛
鳥
川
』
に
書
き
留
め
ら
れ
た
宇
野
東は
る

風か
ぜ

の
緒
言
に
よ
れ
ば
、「
明
治
四
十
二
年
の
頃
」、「
宮

村
典
太
翁
よ
り
示
さ
れ
し
雑
花
錦
語
集
所
載
八
代
略
記
の
内
に
宗
因
の
伝
（
（
（

」
を
見
つ
け
、
本
文
内
容
と
の
一
致
を
認
め
た
結
果
、
本
書

が
宗
因
の
著
作
で
あ
る
と
確
証
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

　

御
歌
所
寄
人
を
務
め
て
い
た
大
口
鯛
二
が
、「
田
中
光
顕
伯
の
所
蔵
で
あ
る
と
し
て
、
四
つ
半
胡
蝶
綴
の
宗
因
自
筆
の
一
冊
」
を
、

熊
本
出
身
の
国
文
学
者
彌
富
破
摩
雄
の
も
と
に
も
た
ら
し
た
の
も
、「
明
治
四
十
年
の
頃
」
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。「
元
よ
り
其
の
時
は
、

其
の
誰
れ
の
作
、誰
れ
の
筆
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
つ
た
が
、後
に
此
れ
が
宗
因
の
自
作
自
筆
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
」
彌
富
は
、「
便

宜
上
、
巻
末
の
歌
の
詞
を
取
り
て
「
倭
文
の
緒
環
」
と
称
す
る
こ
と
ゝ
」
し
て
、
み
ず
か
ら
の
手
控
え
を
も
と
に
そ
の
全
文
を
翻
刻
紹

介
し
て
い
る
（
彌
富
「
西
山
宗
因
の
上
京
紀
行
」、『
近
世
国
文
学
之
研
究
』、
一
九
三
三
年
、
素
人
社
書
屋
）。

　

同
じ
本
で
あ
り
な
が
ら
か
く
二
通
り
の
書
名
で
認
識
さ
れ
る
と
い
う
錯
綜
は
、
し
か
し
、
さ
ほ
ど
の
拡
が
り
を
見
せ
な
か
っ
た
。

一
九
三
三
年
四
月
に
行
わ
れ
た
審
美
書
院
版
複
製
『
宗
因
飛
鳥
川
』
附
録
解
説
「
宗
因
の
『
飛
鳥
川
』
に
就
い
て
（
（
（

」
に
お
い
て
、
小
宮

豊
隆
が
、「
勿
論
『
飛
鳥
川
』
と
い
ふ
名
前
は
、
宗
因
で
は
な
く
、
後
人
の
つ
け
た
名
前
」
と
断
り
な
が
ら
も
、
作
品
の
「
全
体
に
冠

す
る
に
は
、
寧
ろ
最
も
適
切
な
名
前
の
一
つ
で
あ
る
と
言
つ
て
可
」
い
と
し
て
「
飛
鳥
川
」
の
仮
称
を
是
認
し
た
こ
と
は
、
本
書
の
書

名
を
め
ぐ
る
そ
の
後
の
認
識
を
決
定
づ
け
た
と
思
し
い
（
（
（

。
同
解
説
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
出
現
は
、「
宗
因
の
伝
記
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て

ゐ
な
」
か
っ
た
昭
和
初
期
の
学
界
に
と
っ
て
、「
宗
因
と
熊
本
と
の
関
係
、
宗
因
と
八
代
と
の
関
係
、
宗
因
と
正
方
と
の
関
係
、
宗
因

と
豪
信
僧
都
と
の
関
係
、
そ
の
他
そ
れ
に
似
た
、
宗
因
学
上
重
要
な
」
諸
問
題
が
一
挙
に
解
明
さ
れ
る
、「
実
に
空
谷
の
跫
音
と
も
称

す
べ
き
、
一
事
件
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

右
に
記
し
た
翻
刻
・
複
製
の
以
外
に
も
、
影
印
や
翻
刻
の
複
数
備
わ
る
今
日
（
（
（

、
改
め
て
こ
の
作
品
を
論
じ
よ
う
と
す
る
に
際
し
て
、

自
筆
本
出
現
当
時
の
混
乱
に
立
ち
返
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
の
は
、
そ
の
混
乱
を
誘
発
し
た
要
因
を
、
む
し
ろ
、
本
書
の
本
質
と
し
て
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例

一
、
本
年
譜
考
証
は
、『
西
山
宗
因
全
集
第
五
巻
伝
記
・
研
究
篇
』（
二
〇
一
三
年
、
八
木
書
店
）「
西
山
宗
因
年
譜
」
に
基
づ
き
、　
そ
の
誤
謬
を

訂
正
し
、
遺
漏
を
補
正
し
つ
つ
、
各
項
目
に
考
証
を
併
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
西
山
宗
因
の
行
動
の
解
明
と
、
著
作
の
網
羅
編
年
に
努
め
た
。

一
、
考
証
に
当
た
っ
て
は
、
根
拠
・
典
拠
を
明
記
す
る
方
針
を
と
っ
た
。

一
、『
西
山
宗
因
全
集
』
収
録
の
作
品
・
資
料
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
領
で
（
　
）
内
に
略
記
し
た
。

　
　
①
千
句
４
…
…
…
…
『
西
山
宗
因
全
集
第
一
巻
連
歌
篇
一
』「
千
句
」
４
風
庵
懐
旧
千
句

　
　
②
74
…
…
…
…
…
…
『
西
山
宗
因
全
集
第
二
巻
連
歌
篇
二
』
74
「
煙
つ
き
」
百
韻

　
　
③
発
句
13
…
…
…
…
『
西
山
宗
因
全
集
第
三
巻
俳
諧
篇
』「
発
句
」
13
「
明
暦
や
梅
の
あ
ら
た
に
開
く
る
日
」

　
　
④
評
点
連
歌
１
…
…
『
西
山
宗
因
全
集
第
四
巻
紀
行
・
評
点
・
書
簡
篇
』「
評
点
」「
連
歌
」
１
「
夢
か
と
よ
」
百
韻

　
　
⑤
西
山
家
家
伝
１
…
『
西
山
宗
因
全
集
第
五
巻
伝
記
・
研
究
篇
』「
西
山
家
」「
家
伝
」
１
西
山
三
籟
集
奥
書

　
　
⑥
懐
紙
歳
旦
１
…
…
『
西
山
宗
因
全
集
第
六
巻
解
題
・
索
引
篇
』「
補
訂
」「
現
存
真
蹟
一
覧
」「
懐
紙
」「
歳
旦
」
１
歳
旦
和
歌
連
歌
懐
紙

一
、『
西
山
宗
因
全
集
』
未
収
録
資
料
に
つ
い
て
は
、
考
証
に
お
い
て
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
。

一
、
宗
因
著
作
の
う
ち
、
自
筆
本
に
つ
い
て
は
、
奥
書
の
あ
る
場
合
は
こ
れ
を
引
用
し
、『
西
山
宗
因
全
集
』
未
収
録
資
料
は
書
誌
を
略
記
し
た
。

一
、
宗
因
著
作
の
う
ち
、
俳
書
に
つ
い
て
は
、
原
題
簽
の
存
す
る
場
合
の
み
外
題
を
記
し
、
内
題
・
奥
書
・
刊
記
は
原
則
と
し
て
原
文
を
引
用
し
た
。

一
、
考
証
に
お
い
て
参
照
し
た
文
献
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
初
出
箇
所
に
最
新
の
情
報
を
記
す
に
留
め
た
。



慶
長
十
年
（
乙
巳
・
一
六
〇
五
）
一
歳

○
こ
の
年
、
加
藤
清
正
家
臣
西
山
次
郎
左
衛
門
の
子
と
し
て
、

肥
後
熊
本
に
生
ま
れ
る
。
月
日
未
詳
。
俗
名
次
郎
作
、
実
名

豊
一
。

宗
因
は
、
天
和
二
年
三
月
二
十
八
日
、
七
十
八
歳
で
没
し
た
。
生
年

は
、
没
年
よ
り
逆
算
し
て
慶
長
十
年
と
な
る
。

寛
延
三
年
九
月
、
豊
宮
崎
文
庫
に
奉
納
さ
れ
た
宗
因
曾
孫
西
山
昌
林

記
『
西
山
三
籟
集
』
奥
書
は
、
宗
因
の
出
生
に
か
か
る
基
礎
情
報
と
し

て
、「
曽
祖
父
西
山
宗
因
俗
名
次
郎

作
諱
豊
一
、
肥
後
熊
本
の
産
な
り
。
八
代
の
城

主
加
藤
右
馬
丞
正
方
法
名
風
庵
に
扈
従
す
。
父
次
郎
左
衛
門
、
加
藤
肥
後
守

家
臣
た
り
」（
⑤
西
山
家
家
伝
１
）
と
記
す
。
安
永
六
年
九
月
刊
、
上
田

秋
成
撰
『
む
か
し
口
』
巻
頭
「
梅
翁
伝
」
に
も
、「
宗
因
は
肥
後
の
国

ト
ヨ
カ
ズ

の
人
、
姓
西
山
、
諱
豊
一
、
俗
名
次
郎
作
と
い
ふ
」（
⑤
編
纂
句
集
）
と

あ
り
、
そ
の
出
生
地
と
姓
名
に
関
し
て
一
致
を
見
る
。
同
時
代
の
言
と

し
て
、
寛
文
十
二
年
三
月
上
旬
奥
刊
『
時
勢
粧
』
の
「
彼
人
も
と
は
肥

の
後
八
代
の
生
れ
」（
⑤
伝
記
資
料
１０
）
が
あ
る
が
、
八
代
出
生
説
は
他

に
聞
か
ず
、
お
そ
ら
く
は
青
年
時
の
勤
務
地
と
の
混
同
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
慶
安
三
年
五
月
下
旬
の
奥
書
を
持
つ
柿
衞
文
庫
蔵
『
発
句
帳
法
眼

昌
琢
』
に
は
、
寛
永
六
年
八
月
頃
、
宗
因
が
実
名
「
豊
一
」
で
興
行
し

た
「
す
き
も
の
と
」
連
歌
百
韻
（
②
３０
）
の
詞
書
と
し
て
「
伊
勢
物
語

竟
宴
、
西
山
二
郎
作
興
行
」
と
あ
り
、
俗
名
「
二
郎
作
」
を
同
時
代
資

料
で
も
確
認
し
得
る
。

も
っ
と
も
、
加
藤
清
正
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
い
う
父
西
山
次
郎
左
衛

門
の
名
を
、
加
藤
家
の
分
限
帳
の
類
に
見
出
す
こ
と
は
出
来
ず
、
そ
の

家
系
に
つ
い
て
多
く
は
知
り
得
な
い
。
宗
因
祖
父
を
越
前
藩
初
代
藩
主

結
城
秀
康
に
仕
え
た
御
宿
勘
兵
衛
政
友
と
す
る
説
（
⑤
雑
抄
５８
６１
）
も

あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
知
ら
れ
な
い
。
宗
因
は
、
寛
永
九
年
の
主
家
退

転
に
際
し
、「
老
た
る
親
」
の
慰
留
を
振
り
切
り
、
加
藤
正
方
の
あ
と

を
追
っ
て
単
身
上
京
し
た
ら
し
い
が
（
④
紀
行
１
）、
後
年
、
そ
の
父
が

亡
く
な
る
や
、
翌
日
の
承
応
三
年
十
一
月
十
三
日
に
は
追
悼
の
独
吟
連

歌
百
韻
（
②
７４
）
を
賦
し
、
大
坂
天
満
の
西
福
寺
に
葬
っ
た
よ
う
で
あ

る
（
⑤
西
山
家
家
伝
３
）
か
ら
、
正
保
四
年
の
大
坂
定
住
を
期
に
父
を

呼
び
寄
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
母
の
名
は
『
西
福
寺
過
去
帳
』
に
も

見
え
ず
、
そ
の
素
姓
は
不
明
で
あ
る
。

慶
長
十
七
年
（
壬
子
・
一
六
一
二
）
八
歳

○
本
年
前
後
、
肥
後
熊
本
釈
将
寺
に
寺
入
し
、
豪
信
僧
都
に

慶長 17 年
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師
事
し
て
歌
道
を
学
ぶ
。

『
肥
後
道
記
』「
釈
将
寺
豪
信
僧
都
は
、
吾
あ
げ
ま
き
の
こ
ろ
よ
り
な

に
は
づ
の
こ
と
の
葉
を
も
を
し
へ
給
ひ
て
、師
弟
の
む
つ
び
年
久
し
く
」

（
④
紀
行
１
）
に
よ
る
。

釈
将
寺
岩
立
山
一
乗
院
は
、天
台
宗
叡
山
正
覚
院
の
末
寺
で
、開
山
・

建
立
年
次
等
未
詳
。
豪
信
僧
都
は
そ
の
中
興
開
山
と
伝
え
ら
れ
る
（『
肥

後
国
誌
』
巻
之
弐
）。
維
新
後
廃
寺
と
な
り
、
熊
本
市
京
町
二
丁
目
に
わ

ず
か
の
墓
地
が
残
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
も
と
京
町
台
地
北
西
部
の
崖
に

位
置
し
て
い
た
ら
し
く
、
現
在
も
「
釈
将
寺
坂
」
の
地
名
に
そ
の
跡
を

留
め
て
い
る
。
台
地
の
南
端
に
は
熊
本
城
が
築
か
れ
、
釈
将
寺
坂
周
辺

の
袋
小
路
に
は
武
家
屋
敷
が
配
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（『
熊
本
県
の
地
名
』、

一
九
八
五
年
、
平
凡
社
）
か
ら
、
宗
因
は
そ
の
辺
り
で
生
育
し
た
も
の

か
。
墓
地
に
は
、
豪
信
・
豪
健
・
豪
謙
の
無
縫
塔
三
基
が
並
び
、
豪
信

墓
表
に
「
当
時
開
山
法
印
権
大
僧
都
大
闍
梨
豪
信
大
和
尚
」、
裏
に
「
寛

（
摩
滅
）

永
十
六
己卯
年
□
□
廿
五
日
」
と
刻
ま
れ
、
そ
の
没
年
を
知
る
。
豪
信
が

「
老
の
な
み
袖
を
ぞ
し
ぼ
る
は
ま
千
鳥
あ
と
を
見
る
に
も
音
は
な
か
れ

つ
ゝ
」
の
一
首
を
宗
因
に
贈
っ
た
の
は
（
④
紀
行
１
）、
宗
因
が
牢
人
し

て
上
京
し
た
寛
永
十
年
十
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
豪
信
晩
年
ま

で
師
弟
関
係
は
失
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。
同
様
に
墓
銘
に
よ
っ

て
見
る
に
、
豪
健
は
元
文
元
年
十
一
月
十
四
日
没
、
豪
謙
は
享
和
元
年

八
月
二
十
八
日
没
。

豪
信
の
歌
歴
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
秋
成
「
梅
翁
伝
」
は
「
往
年

風
庵
君
と
ゝ
も
に
、
釈
将
寺
の
豪
信
法
印
と
云
に
、
和
歌
連
歌
の
道
を

学
び
し
」（
⑤
編
纂
句
集
）
と
述
べ
る
が
、
豪
信
師
事
が
正
方
の
導
き
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
和
歌
と
同
時
に
連
歌
も
学
ん
だ
の

か
ど
う
か
、
確
証
を
得
な
い
。

元
和
五
年
（
己
未
・
一
六
一
九
）
十
五
歳

○
こ
の
頃
よ
り
、
八
代
城
主
加
藤
右
馬
允
正
方
の
側
近
と
し

て
仕
え
始
め
る
。

『
風
庵
懐
旧
千
句
』
前
書
「
志
学
の
こ
ろ
ほ
ひ
よ
り
こ
と
に
情
け
を

か
け
て
め
ぐ
み
た
て
給
し
」（
①
千
句
４
）
に
よ
る
。

加
藤
右
馬
允
正
方
は
、
本
姓
片
岡
氏
、
右
馬
允
可
重
の
男
と
し
て
天

正
八
年
に
生
ま
れ
た
（
没
年
よ
り
逆
算
）。
元
和
五
年
に
は
四
十
歳
、
宗

因
よ
り
二
十
五
歳
の
年
長
で
あ
る
。
父
可
重
の
生
国
は
近
江
国
で
、
清

正
の
臣
下
と
な
っ
て
加
藤
姓
を
賜
り
（
八
代
市
立
博
物
館
広
島
加
藤
家
資
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